
(1) 昭和50年12月19日発行 ひ じ か わ 発行：肱川町企画経済課 （第32号）

昭和40年(11月末）昭和45年(11月末）昭和50年(11月末）

2,832人 2,321人 2,078人

2,939人 2,347人 2,146人
5,771人 4,668人 4,224人

1,267世帯 1, 179世帯 1,100世帯

瓢

あ
い
さ
つ
を
し
あ
お
う
。
＂

転入した人
転出した人

人
人
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1
1
 

ー
〇
妊
婦
健
康
相
談

十
三
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
、
肱
川
町
公
民
館

〇
乳
児
健
康
相
談

と
ぎ
、
一
月
二
十
日

十
三
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
、
肱
川
町
公
民
館

（
町
民
課
）

：：J=J::::::t..:.ヰ：：：： 福祉 の現 状 と 将 来 コ：：：：•℃ゴ？．：：・エゴ

お
誕
生
お
め
で
と
う

嘉
城
中
岡
道
幸
さ
ん
三
女

佳
奈
枝
ち
ゃ
ん

石
山
恒
美
さ
ん
長
男

悟
ち
ゃ
ん

城
戸
英
樹
さ
ん
長
女

静
恵
ち
ゃ
ん

徳
本
光
春
さ
ん
長
男

英
紀
ち
ゃ
ん

親
切
に
し
よ
う
。

小

藪

見
の
越

協

生

経
済
の
高
度
成
長
や
、
生
活
の
近
代
化
が
す
す
む
に
つ
れ
、
谷
間
の
住
民
が
増
え
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
伸
び
た
が
、
出
生
率
が
低
下
し
て
、
老
令
入

口
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
低
経
済
成
長
と
老
令
化
社
会
が
す
す
む
な
か
で
、
私
た

ち
の
「
し
あ
わ
せ
」
を
約
束
し
て
く
れ
る
も
の
は
、
何
で
し
よ
う
。

'̀

私
た
ち
の
生
活
が
ど
れ
低
ど
豊
か
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
「
傷
病
」
は
、
本
人
の
意

志
に
関
係
な
く
や
っ
て
く
る
も
の
だ
し
、
「
老
令
」
は
、
い
か
な
る
力
で
も
食
い
止
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
福
祉
は
将
来
ま
す
ま
す
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

福
祉
の
現
状
と
将
来
の
「
し
あ
わ
せ
」
を
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

（
「
大
切
に
運
動
」

厚
生
省
発
表
（
昭
四
十
九
）
四
苦
）
で
し
た
が
、
四
十
五
年

に
よ
る
と
、
日
本
人
の
平
均
寿

に
は
、
五
七
二
人
(
―
ニ

・
五

命
は
ま
た
の
び
て
、
男
七
一

・
5
日
）
と
な
り
、
昭
和
五
十
年
五

一
六
年
、
女
七
六

・
三
十

一
年
月
末
に
は
六

0
三
人
）
（
一
四

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
と

・
三
％
）

に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
ろ
が
こ
の
こ
と
と
、
出
生
率
総
人
口
の
減
少
に
反
比
例
し
て

の
低
下
が
原
因
し
て
、
老
令
人
六
十
五
才
以
上
の
人
口
が
占
め

口
が

急
速
に
増
加
し
て
い
ま
る
割
合
は
激
増
し
て
い
ま
す
。

す
。

（図
1
)

六
十
五
才
以
上
の
人
口
は
、
老
令
人
口
の
増
加
に
し
た
が

昭
和
三
十
五
年
に
は
、
総
人
口
っ
て
、
老
人
一
人
当
り
の
労
働

に
対
し
て
五
・
八
的
で
し
た
が
人
口
は
減
り
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
に
は
、
七

．

―

+

五

オ

か
ら
六
十
四
オ
ま
で

習
に
増
加
し
、
昭
和
六
十
年
に
の
労
働
人
口
は
、
昭
和
三
十
五

は
一
―
習
と
な
り
、
今
世
紀
末
年
に
は
、
老
人
一
人
当
り
六
．

に
は
、
総
人
口
の

一
五
習
を
六

三
人
（
県
八
•
四
人
）
で
し
た

十
五
才
以
上
の
人
口
が
占
め
る
が
、

四
十
五
年
に
は
、
四

・
八

と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す

。

こ
れ
人
（
県
七
•

一
人
）
に
減
っ
て

ら
大
量
の
老
令
者
を
、
若
い
労
い
ま
す
。

（図

2
)

働
人
口
が
扶
養
す
る
わ
け
で
、

そ
の
負
担
は
ま
す
ま
す
重
く
な

る
と
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
、

8
千

金

は

老

後

の

つ

え

t

肱
川
町
に
お
い
て
は
、
工
業

の
高
度
成
長
の
あ
お
り
を
受
け
老
人
福
祉
の
中
心
は
、

国
民

賃

金

で

、

後

に

な

っ

て

支

払

っ

る

て
、
さ
ら
に
急
激
な
増
加
を
示
年
金
で
す
。

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
」
と

し
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
五
年
「
現
在
の
老
人
は
、
過
去
に
働
い
う
考
え
方
か
ら
、
昨
年
や
っ

減

埜

の
六
十
五
才
以
上
の
人
口
は
、
け
る
だ
け
働
い
て
い
る

。

だ
か
と
ス

・ラ
イ
ド
制
（
物
価
や
生
活
ー
｛
~
は
国

五
四
二

人
（
対
総
人
口
比
八
・
ら
年
金
は
そ
の
こ
と
に
対
す
る
水
準
に
合
せ
て
年
金
額
を
引
ぎ
当
口
四

上
げ
る
）
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
ー
働

今
年
は
、
福
祉
年
金
で
は
、
人
労

老

老
令
福
祉
年
金
が
月
額
一

二
、

0
0
0
円
（
六

0
貯
増
）

に
引

2図

ぎ
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

負
担
と
な
ろ
う
と
も
、
年
金
制

一
方
拠
出
年
金
で
は
、
保
険

度
を
い
っ
そ
う
充
実
し、

老
後

料
を

二
十
五
年
間
納
め
た
人
が

六
十
五
オ
で
受
け
ら
れ
る
老
令

を
そ
れ
に
ま
か
せ
る
生
活
に
な

年
金
は
月
額
三
三
、
三

0
0

円
（
ニ
ニ
習
増
）
に
な
り
ま
し
ら
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

年
老
人
に
「
同
情
し
た
り
」
「

l

ク
ラ
プ
で
は
、
共
同
で
、
緑
花

-0
老
人
ク
ラ
プ
も
一
仕
事
。
高

た
。

1

一金
制
度
を
育
て
る
心
が
け
は
、
一
恵
ん
だ
り
〗
す
る
こ
と
が
、
福
木
や
、
し
い
た
け
の
生

産
を
ゃ
令
者
林
産
物
栽
培
パ
イ
ロ
ッ
ト

ス
ラ
イ
ド
制
採
用
に
よ
る
費
将
来
、
今
の
若
い
人
た
ち
が
老
祉
で
は
な
く
、

養
護
と
か
保
護

ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

事

業

す

す

む

。

花
木
は
正
山
老

ク
、
し
い
た
け
不
時
栽
培
は
ポ

用
の
負
担
が
、
今
後
の
課
題
と
人
に
な
っ
た
時
の
幸
福
を
約
束
い
わ
ゆ
る
受
身
の
態
勢
で
、
心
仕
事
を
も
つ
老
人
こ
そ
、
み

な
り
そ
う
で
す
。

一す
る
―
つ
の
布
石
だ
と
も
い
え
と
か
ら
だ
の
老
化
を
防
ぐ
こ
と
ず
か
ら
の
手
で
自
分
の
能
力
を
藪
を
え
ら
び
、
町
、
森
組
、
県

し
か
し
、
老
令
化
社
会
に
対
ま
し
よ
う
。

は
で
ぎ
な
い
で
し
よ
う
。
信
じ
、
人
間
性
を
開
花
さ
せ
る
が
応
援
し
て
共
同
作
業
を
す
す

応
し
て
、
高
福

祉

に

伴

い

高

い

ま

、

肱

川

町

の

あ

る

老

人

こ

と

で

し

よ

う

。

め

る

計

画

。

図 1 老人の人口に対する割合は増えている

（国焚調査による〉

15",, 

l l. .• : 9 9 9 9 

• IIl. 1 1 | HI I. 

10'’99 

」2.5",; / 

／． 
／ 

"~/ )）」＇）羹い'

7. 2'’9) /’/ク

、/’ - 9) - 1. 1, 9 

●● ノ‘

1;_:J".,・ — ---- , 1 l, 1 

•一5. N'’n - •一—---
.. 

• - ← 

，＂ 
l
Ĵ
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‘

仕
事
の
事
情
，で
別
々
に
居
住
し
身
体
の
障
害
の
た
め
施
骰
へ

て
も
、
親
子
の
愛
情
は
永
遠
に
入
所
し
て
い
る
人
た
ち
に
、
明

0
正
山
老
人
ク
ラ
ブ
。
十
月
二

老

親

疎

外

と

言

わ

れ

る

が

'/
.
、
維
持

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、
き
る
い
お
正
月
を
迎
え
て
ほ
し
い

わ
め
て
大
切
な
こ
と
で
は
な
ぃ
と
年
末
に
は
、
み
な
ん
か
ら
の
十
三
日
、
小
学
三
年
に
再
入
学

で
し
よ
う
か
。

「
家
つ
き
、
カ
ー
つ
き
、
バ
ま
た
同
、
別
居
に
つ
い
て
も

パ
ア
抜
き
」
と
核
家
族
化
の
進
で
き
る
か
ぎ
り
一
緒
に
暮
ら
す

．

心
の
こ
も
っ
た
「
歳
末
た
す
け
終
日
子
供
と
い
っ
し
よ
に
、
算

行
に
伴
う
老
親
疎
外
の
風
潮
の
が
よ
い
と
約
半
数
の
子
は
考

＊
綸

•
9
0

あ
い
募
金

」
を
贈
っ
て
い
ま
数
に
図
画
に
、
給
食
も
お
掃
除

が
と
り
ざ
た
さ
れ
て
き
ま
し
た
え
て
い
ま
す
。

肱
川
町
に
も
福
す
。
ま
た
、
「
赤
い
羽
根
」
を
い
:
凜
し
い
一
日
で
し
た
と
大

こ

＂』

祉
に
欠
け
る
人
び
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
共
同
募
金
活

x

が
、
総
理
府
の
「
老
親
扶
養
に
親
の
生
活
費
の
負
担
に
つ
い

関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
子
て
は
、
子
か
ら
援
助
を
受
け
て

’
し

と

は

た

く

さ

ん

あ

〇

正

山

小

学

校

と

い

え

ば

、

遠

ど
も
の
大
半
は
、
親
を
扶
養
す
ぃ
る
老
人
の
う
ち
、
一
人
の
子
口

n
り
ま
す
。
こ
の
人
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
距
離
の
徒
歩
通
学
生
が
多
い
。

か
ら
の
援
助
が
七
七
誓
圧
倒

E
1た

ち
が
、
み
ず
か
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
集
団
登
下
校
の
指
導
が
よ
く
出

ら
の
力
で
立
ち
上
た
寄
付
金
は
、
民
間
の
社
会
福
来
て
い
て
よ
い
と
、
評
判
。

的
に
多
く
、
子
は
、
み
ん
な
が

し
祉
施
設
に
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
独

0
今
年
の
「
く
り
ひ
ろ
い
」
の

収
入
に
応
じ
で

4
3
．一5-

が
り
、
よ
り
よ
、

居
老
人
の
環
境
整
備
や
敬
老
行
来
客
は
約
三、

0
0
0
人
。
雨

生
活
を
お
く
る
こ

＿

負

担

す

る

の

が

、

ー：t

す

と
を
援
助
し
、
励

話

ょ

い

と

考

え

て

_V

士
ぃ
る
も
の
が
約ス
3•

ま
す
役
割
を
も
っ
事
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す

。
や

同
じ
日
に
集
中
し
て
満
杯
の

こ
の
仕
か
、
小
口
資
金
の
貸
た
め
キ
ャ
ン
セ
ル
、
一
、

0
0

の
が
社
会
福
祉
事

ゞ
半
数
（
五
二
習
）

0
人
年
々
評
判
が
よ
く
な
り
客

も
ふ
え
る
が
、
悪
徳
く
り
ひ
ろ

5
で
、
三
七
習

•

明べ

業で
す。

付
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
に
よ
る

し
も
ふ
え
て
い
る
。
（
反
省
会

当
町
に
お
い
て
ね
た
ぎ
り
老
人
の
家
庭
奉
仕
な
、

も

の

子

は

、

特

定

ィ

し

．

は
、
社
会
福
祉
関
ど
の
事
業
が
す
す
め
ら
れ
て
い
よ
り
）
（

10
．
27)

り

の

子

が

一

人

で

nz・S.

ょ

係
の
団
体
代
表
ま
す
。

話

負

担

す

る

の

が

iJ

碑

。
よ
い
と

答

え

て

参

者
、
公
職
者
、
奉

0
大
谷
地
区
白
石
部
落
に
ご
存

，

知
「
湧
水
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

共
同
募
金
は
、
わ
ず
か
な
金

町
社
会
福
祉
協
議
額
で
あ
っ

て
も
、
住
民

一
人
ひ

の
附
近
に
は
鍾
乳
洞
が
必
ず
あ

評

已

：

養

す

金

誓

な
ど
で
肱
川

閲
い
い
〗
〗
[
募
喜
組
織
さ
れ
て
と
り
の福祉
増
進
震
鸞
努
る
は
ず

と
い
う
塁
`
塁

い
ま
す
。
力
と
自
覚
を
示
す
も
の
と
も
考
町
で
試
掘
開
始
。
お
た
の
し
み

に。

(11
.
5
)

与
え
る
だ
け
で

老
ろ

り
よ
は
、
本
当
の
扶
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
会
え
ら
れ
ま
す
。

き
を

養
と
は
い
え
ま

員
の
み
な
さ
ん
の
会
費
や
、
共
は
げ
し
い
社
会
変
動
の
も
と

0
中
央
分
館
主
催
敬
老
会
開
催

同
募
金
、
町
や
県
な
ど

の
補
助
で
社
会
福
祉
事
業
の
対
象
が
か

(11
.
7
日
）
各
地
区
ま
ち
ま

た
と

ね
こ
せ
ん
。

親

と

子

は

、

な

ど

を

資

金

と

し

て

、

共

同

募

、

ち

の

を

、

九

月

十

五

日

に

統

一

し
て
は
と
の
意
見
も
あ
る
。

わ
り
ニ
ー
ド
が
多
様
化
す
る

な
か
で
民
間
の
社
会
福
祉
事
業

x

た
と
え
住
宅
や

金
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〇
農
業
対
策
は
町
の
重
要
な
課

し
題
、
衆
知
を
し
匠
ろ
う
と
、

議

が
大
ぎ
な
役
割
を
果
た
し
て
、

員
、
農
委
、
町
理
事
者
が
フ
リ

ま
す
。私

た
ち
の
生
活
を
守
り
、
し
ー
の
立
場
で
懇
談
会
を
関
く
。

あ
わ
せ
を
高
め
る
た
め
に
、
か
初
回
、
十
一
月
二
十
一
日
。

な
ら
ず
し
も
国
家
だ
け
は
ゆ
だ

0
四
月
二
十
日
か
ら
十

一
月
九

ね
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
日
ま
で
の
救
急
車
出
動
回
数
は

ん
。
国
と
民
間
の
社
会
福
祉
事

二

十
二
回
。
毎
晩
こ
の
特
別
任

務
に
つ
く
職
員
に
深
謝
。
合
わ

せ
て
救
急
事
故
防
止
に
注
意
を

事
の
充
実
と
協
力
の
役
か
、
こ

れ
ら
を
支
え
る
私
た
ち

が
、
積

の
ぞ
み
ま
す
。

〇
非
常
に
備
え
て
、
消
防
団
幹

極
的
に
参
加
し
な
け
れ
ば
、
将

来
の
「
し
あ
わ
せ
」
は
期
待
で
部
訓
練
実
施

(10.24)

ぎ

な

い

で

し

よ

う

。

だ

が

何

よ

り

も

、

予

防

が

第

一
、
お
と
し
よ

り
、
子
供
の
火

の
あ
っ
か
い
に
ご
注
意
を
お

＿ね
が
い
し
た
い
。
こ
ろ
ば
ぬ
先

の
杖

一
月
の
目
標
）

大
切
な
老
人
の
自
覚

下。
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ゎ
•―

め
が
ね
の

奥
に
温
厚
な

目
が
あ
る
。

に
す
る
の
が
仕
事

で

谷
地
区
か
ら
開
始
し
た

こ
の
胴

i

二――口ニ――口
が

査
も
そ
の

後
、
順
次
名
荷
谷
、
~

久
保

田

敦

村

田

順

子

国
関
課

（
国
土
闊
予
子
林
、
大
谷
、
宇
和
川
、
山

i

慎
重
で
穏
や
か
な
口
調
、
話

万
願
寺
理
枝
査

課
の
略
）
に
は
調
査
係
、
登
鳥
坂
（
一
部
）
と
現
地
聞
査

を
~
し
て
い
る
相
手
に
信
頼
と
安

山
崎

裕
加
記
係
の

二
つ
の
係
が
あ
り
、

調
完
了
、
本
年
度
は
岩
谷

地
区
（

~
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
人
柄
で

査
係
は
町
内
の
全
て
の

土
地
の

敷
水
、
菟
野
尾
側
）
を
実
施
中
~
あ
る

。

小
田
増

美

測
量
を
行
い
新
し

く
地
籍
図
を
一
で
す

。

~
大
正
十

一
年
、
当
時
の
河

ぎ
n
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目
-
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-
g
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n
n
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~
辺
村
書
記
を
契
期
と
し
て
、

~
昭
和
九
年
か
ら
十
八
年
ま

で

~
は
助
役
を
勤
め
ら
れ
た
が
、

永

本

幸

枝

巫

ぃ

三

重

に

火

災

危

関

険

が

ひ

そ

ん

で

)

し

険

も

ち

よ

っ

と

し

、

一

危

た

知

識

が

あ

れ

ば
、
未
然
に
と

さ

の

り

の

ぞ

く

こ

と

ー

町

議

会

町
議
会
は
去
る
十
一
月
十
四
別
養
設
老
人
ホ
ー
ム

II

と

み

す

チ
5

「

ノ

が

で

き

ま

す

日
大
洲
市
と
郡
内
に
あ
る
福
祉
寮

I
Iを
訪
ね
高
橋
所
長
か
ら
身

「
ち
っ
と
も
知
—
’

腕
設
を
慰
問
し
ま
し
た
。

体

の

不

自

由

な

方

の

養

護

の

苦

ド

_

ら
な
か
っ
た
」

．

長
浜
町
立
老
人
ホ
ー
ム

II

白
労
話
を
伺
い
、
親
身
の
世
話
を
は
5

で
は
す
み
ま
せ

直
園
11

に
は
肱
川
町
か
ら
二
人
さ
れ
て
い
る
看
護
婦
さ
ん

を

励

で

J

7
ハ

ん

、
池
田
園
長
ま
し
て
帰
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
七
」
、
、
I

・
ヘ
ャ
ス
プ
レ

の
入
園
者
が
あ
り

,
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か

誓

運

営

や

生

活

の

様

子

を

伺

は

町

か

ら

二

人

が

入

所

さ

れ

て

つ

石

ー

や

殺

虫

剤

な

‘、、
9
ー、、、、、ーー、、、、、
9
ー、、、、、ーー、、、、、ーー、、、、、il
.

・

り

と

ど

の

容
器
に
は

、‘‘、il‘‘、、、ーー、、、、il‘‘‘、il‘‘‘‘、
9
ー、、、、、ー！‘‘‘、iー、、、、i|il‘、

一

液

化
ガ

ス

が

充

一

ー

何
を
な
す
べ
き
か
ー

一

ー

レ
て
ん
さ
れ
て
お
i

ー
肱
川
の
農
林
業
の
姿
は
—
|
呻
只
民
が
安心し
て
開
業
だ
け

長
田、

坂
本
相
談
員

じ
9
:

守
〗
〗
門
鱈
館
醗
プ
豆
贔
冒
臼
ー
一
家
族
的
複
合
経
営
ー
一

□
｀
｀
｀
｀

心

配

こ

と

相

談

受

付

九

時

ー

十

六

時

ス

リ

状

に

な

っ

て

一

い

ぶ

ん

い

る

。

平

均

一

ぢ

位

の

i

十
二
月
二
十
五
日
（
肱

川
町
社
会
福
祉
協
議
会

）
や
＞
噴

出
す
る
の
で

~

西
田
盛
夫
さ
ん

農
地
を
確
保
す
る
た
め
の
農
地
一

．

谷

本

、

兵

頭

、

都

谷

相

談

員

人

権

法

律

相

談

＾

‘

火

の

近

く

で

使

一

今

月

は

西

田

盛

夫

議

員

の

出
の
農
業
精
通
議
員
の
一
人
で
す
開
発
も
積
極
的
に
や
る
べ
ぎ

i

と

き

一
月
十
六
日

用

す

る

と

ぎ

わ

ー

議

員

へ

の

動

機

は

ー

だ

。

‘

ー
農
林
団
体
の
対
応

：

ー

り

組
合
員
と
の
結
び
つ
き
を
重
一

宮
本
、
下
石
相
談
員
十
時
ー
十
五
時
め
て
危
険
で
噂
〗
叶
：
は
肱

川
町指
定
の
酪
あ
た
た
か
い
周
囲
の
応
援
も

農

モ
デ
ル
農
家
三
人
の
内
の
一
あ
り
、
人
生
勉
強
の
つ
も
り
で

と

こ

ろ

肱

川
町
公
民
館

視
す
べ
き
で
あ
る

。

そ
の
た
め
~

ひ

―

月

十

五

日

に
は
農
家
の
庭
先
へ

気
軽
に
出

i

-

., 

.•

..•.. 
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i

人
で
す
。
現
在
乳
牛
十
一
頭
の
出
馬
し
た
。
議
員
に
な

っ
て
み

か
け
、
よ
き
相
談
相
手
に
な
っ
一

i

~
―
私
の
部
落
に
は
、
自
慢
す
事
に

と
っ
て
は

、
肱
川
町
の

分
良
く
な
っ
て
ま
し
り
ま

し
＂

寂
字
実
な
酪
農
専
業
農
家と
し
て
て
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
か
み

-

、
"
る
ほ
どのも
の
は
何

―
つ
あ
中
で
も
何
番

と
は

下
ら
な
い
た
。

~
崩
待
ど
お
り
の
成
果
が
あ
が
つ

し
め
て
い
る

。
こ

と
に
イ
ン
フ
て筏し
い
。
技
術
に

、

資
金
に
~

別
に
自
慢
す
る
こ
と
は
あ
二
て
い
ま
す
。
酪
農
を
と
お
し
て
レ
不
況
下
で
あ
え
い
で
い
る
農
営
農
に
濃
密
指
導
が
必
要
だ
。
一

ヽ
~
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
部
と
思
い
ま
す
。

林
業
を
低
っ
ー
農
林
業
の
姿
に
っ
い
て
一
言
~

、
お
り
ま

せ
ん
が
、
作
れ
ば
何
で
~
~

て

お

く

こ

と

肱

川
型
家
族
的
複
合
経
営
と

i

も
で
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
"
-

.

i

落
全
体
が
良
く
ま
と
ま
る
こ
道
路
の
悪
い
こ
と
も

は
で
ぎ
な
す
べ
き
で
あ
る
。
比
較
的
価
格
一

す
。
た
ば
こ
あ
り
、
栗
あ
り
＂
~

い
。
こ
の
こ
」
補
償
の
あ
る
作
目
を
経
営
の
主
＂

•

一

5
，
と
に

真
剣
に
体
に
し
、二
つ

位
の
補
完
作
目
一

下
は
谷

ヵ
り
ま
せ
ん
戸
数
一
五
戸
森
林
あ
り
。
特
別
の
も
の
と
"
-

｛し[:

、

C
R
、
ヽ
5
[ヽ
5

で

と
り
く

み
た
の
複
合
経
営
を
考
え
る
べ
き
で
~

｛
なf． 必

＂

〗
口
橋
よ

り
人
口

四
0

人
余
〗
/
[
[
〗
旦
｀
汀
冒
ロ
ー

づ
牛

ー

と
う
す
れ
ー
話
か
わ
っ
て
、
最
近
の
風
潮
-

延
長
は
、
約
が
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
~
一

心
田
ば
よ
い
か
f

に
つ
い
て
1

]
9

ば

、

．忽．

常
に
町
長
社
会
や
人
の
た
め
に
奉
仕
し
一

お
宮
あ
り
、
お
寺
あ
り
二
｀

A

．

a

:'[｛
・ニ

込

ヽ

(

た
る
が
提
唱
さ
れ
よ
う
と
す
る
心
が
う
す
れ
て
い
~

た
す
て
い
る
小
規
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
自
分
さ
一

あ
束

模
の
土
地
改

え
よ
け
れ
ば
と
い
う
風
潮
は
何
匹

の
約

良
事
業
が
必

と
か
な
ら
な
い
も
の
か
。

i
-

族
を

要
だ
。
そ
れ
◎
現
在
お
母
さ
ん
に
奥
さ
ん
、
-

は
土
地
の
条
子
供
さ
ん
二
人
の
五
火
ぐ
ら

~

家

躍

9J.
"

冒
冒
三
ニ
ニ

ー
J

叫
i
B

·

村
＼
冒
五
且
“
〗
□
□
□[のA
L闘
賃
：
疇
厨
覧
ご
．
．

な
3●9]

二
件
に
あ
っ
た
し
の
明
る
＜

、て
活気の
あ
る
家
一

ん
員
規
模
で

農
民
庭
で
あ
る
。
明
る
く
て
や
さ
し

~

ー

。

立

口

（

ゾ

約

ナ

さ
議
の
意
志
に
あ
い
奥
さ
ん
ら
家
族
の
み
な
さ
ん

i

9
,
 ... 

，

便

利

の

悪

の
援
助
な
し
に
は
、
部
落
の
ま
す
。

発
展
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
特
最
近
、
岩
谷
、
松
の
久
保
~
一

く
田
っ
た
も
の
で
の
あ
た
た
か
い
応
援
が
今
後
の
-

0505
：

と

は

、

肱

川

町

一

番
だ
に
、

町
の
施
策
の
―
つ
で
あ
を
経
て
植
松
に
至
る
道
路
が
二

i

禾
＂
＂
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
て
も
、
る
日
の
照
ら
な
い
場
所
に
対
疇
囁
し
、
便
利
に
な
り
ま
し
＂
＂

． 9
-
お
西
鰭
悶O

v
t
：
詞遭
〗
麟
環
旦
喝
束
し

[
l

財

□何
で
も
で
ぎ
る
地
味
の

i

良
い
す
る
特
別
対
策
に
よ
り
、
大

1
,．
‘、、、ーー、ヽ
ヽヽ

ーヽー、‘‘‘、ーー、、、、、ll‘‘‘‘、ll‘‘‘、̀
・

（第32号） (2) 

暖
房
器
具
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
そ
。

福
祉
施
設
を
慰
問

人
権
に
関
す
る
作
文
・
書
道

コ
ン
ク
ー
ル
に
、
つ
ぎ
の
み
な

さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま
し
た。

0
作
文
の
部

拡
中
三
年

II II 

{̀
. 

II 

.'
 

二
年”

 

II 一
年

II II II 

中三大池高川西山上三冨
本井野田尾本宮下甲瀬田

・ ひさ
勝 裕美恵 と隆孝良ゆ
教稔子和守子美治千冶り

中
野
小
六
年

”

五
年

正
山
小
六
年

”

六

年

0
書
道
の
部

中
野
小
六
年

”

五
年

正
山
小
六
年

予
子
林
小
四
年

”

三
年

”

二
年

岩
谷
小
六
年

”

五
年

”
 

”
 

西万山山
山願内本
真寺奈
由理津仁
美枝恵美

人
権
に
関
す
る
作
文
・
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

．
入
選
お
め
で
と
う

肱
川
町
の
国
土
調
査
は
昭
和

．
作
り
あ
げ
て
行
き
ま
す
。
登
記

四
十
一
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
係
は
調
査
係
が
測
量
調
査
を
し

た
。
国
土
調
査
課
は
皆
さ
ん
の
た
そ
の
成
果
を
と
り
ま
と
め
、

大
切
な
財
産
で
あ
る
山
林
・
田
地
籍
簿
を
作
成
、
法
務
局
（
登

畑
・
宅
地
な
ど
全
て
記
所
）
に
登
記
す
る
仕
事
を
行

の
土
地
を

一
筆
毎
に

っ
て
い
ま
す
。

測
量
調
査
し
て
明
確

当

初

の
四
十
一
年
度
に
中
居

国

土

調

査

課

の

巻

電

線

の

近

く

で

の

タ

コ

あ

け

は

危

険

で

す

。

注
意
し
ま
し
ょ
う

いら伝死しめ一兵 川同
昭出かえのもよ急事そ村年
和につる”‘“拠事し総の
喜 巧こ貪村の‘務て務大

持ち合いたい部落を大切にす
十か と ~I の命 II に不 課合

るという心を…と椎野さん ーかL._はと尊令馬明幸長併
年げ とましいな四けなとと

切識野と肱 っこまわ生間二に公っ悲こ て生ど十暮国な と
で見さつ川したとまれ活の十よ職たしと遺命は頭れ運っ
あはんて村か° と終なは役五つ追°いに族をまをたのた土桂t
り大の椎にし なるい報場年て放 思っへ戦だ集°中°胴ム野

下
敷
水

大和山内由貴ちゃん（右）と理恵ちゃん
(3か月）

匿

.9

.

：明
治
夫
年
昭
和
に
生
き
て
翌1
:JJ

•
• 
,̀
{；
・`ぐ

農
業
の
か
た
ゎ
ら
公
職
二
十
余
年

．． .. 

年たは でに 思なと供 目も せて たらにび国生育会昭
に行部地あいこうこをた教とのい→現°公わ団家委委制和
五事落域ろえの° と習ち育ながかわ代 職た体委員員度二籠[
l‘に問うるこ Lーをつは問る多どし社 がっ役嘱‘にの十
六お神題 °反 と 知て‘題 °い うの会 続て職の農選発七
回こ仏に 省は らいいで も゚勉の く農と各業任足年
はもに関 す社 なるろは L...理強変 こ業二種委‘と‘
ありかし べ会 いがいー と解が化 との十委員以 と教
つなこて ぎ人 よ‘ろ今不で足に とか余員‘後も育
てどつ→ 事全 う大のの 安きらつ なた年おま‘に委
‘がけ昔 柄体 に事こ子 なんんい っわ間よた民教員

清
さ
ん

大
和
、
山
内
吉

晴
さ
ん
の
二
女
と

三
女。冗

談
で
「
双
児

が
出
来
た
ら
い
い

な
」
と
話
し
た
こ

と
も
あ
る
と
の
こ

と
、
そ
の
思
い
が

通
じ
た
の
か
八
月

に
二
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
家
族

全
員
に
祝
福
さ
れ
て
誕
生
さ

れ
ま
し
た
。

妊
娠
中
双
生
児
と
わ
か
っ

た
時
は
大
変
だ
と
は
思
っ
た

け
れ
ど
嬉
し
か
っ
た
と
お
母

さ
ん
の
話。

由
貴
ち
ゃ
ん
、
出
生
時
体

重
二
、
二
五

0
咳゚

私
た
ち
ふ
た
こ
ち
ゃ
ん
な
の

妊
娠
と
腎
臓

の
病
気

ジ
ン
臓
の
病
気

が
な
お
り
き
ら
な

い
う
ち
に
妊
娠
す

る
と
、
月
数
の
す

す
む
に
つ
れ
て
悪

化
し
、
母
子
双
方

に
障
害
を
お
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す

ジ
ン
臓
病
の
人
の
妊
娠
は
あ

―

ま
り
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん

一

が
、
軽
症
の
場
合
は
医
師
に
相

談
し
、
許
可
が
あ
れ
ば
医
師
の

管
理
下
に
妊
娠、

出
産
と
い
う

こ
と
も
可
能
で
す
。

ジ
ン
臓
病
に
か
か

っ
た
こ

と

が
あ
っ
て
妊
娠
し
た
場
合
は
、

も
う
な
お
っ
て
い
る
は
ず
だ
と

思
っ
て
も
、
妊
娠
早
期
か
ら
受

診
し
、
ジ
ン
機
能
に
関
し
て
尿

や
血
液
の
検
査
を
受
け
、
支
障

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
ぎ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

初
め
の
う

ち
は
異
常
が
な
く
て
も
潜
在
し

て
い
た
ジ
ン
障
害
が
妊
娠
後
半

に
な
っ
て
か
ら
現
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
医
師
の
指
示
に
従

っ
て
、
注
意
を
よ
く
守
る
こ
と

で
す
。

理
恵
ち
ゃ
ん
、

三
、

0
五
〇
弩
。
由

貴
ち
ゃ
ん
の
方
は
保

育
器
に
五
日
間
入
り

ま
し
た
が
、
ど
ち
ら

も
大
変
健
康
で
七
日

め
に
退
院

し
ま
し

た
。由

貴
ち
ゃ

ん
は
生

後
二
十
一
日
め
に

三
、

0
0
0
崎

（一

日
平
均
四

0
崎
増
）

妹
の
理
恵
ち
ゃ
ん
は

生
後
二
十
一
日
で

三
、
四
五

0
崎
（
一

日
平
均
一
九
崎
増
）

'ヽ‘‘、」
,4,
．

年えらの言はそ 気 うはてし ”しかる L..うかはい成か つい と たうでたっ
生で暮中つ十れし持リ／／いいイ圭酒て

又の.,_し °酒 とまも耐°し‘たで一話いとあ °な
れあせでて二はあL..ンある一芯歴←いその°く四えーたわ°はじ題 °する皆が
七つる百く人旦っとゴす°生は、史と話う功 運角ら人°し素ないをL..る部んり
十たこ姓れい孫せ諺の死年が 11 をにい罪 ぶ四れはL..の質かさ酒と考落なの
五° とをるてがでを木す寄終ーにま酒え と面な緊と代？つんに指えをが

＇ は場オ明゜を°来四あ引を とりれた出とをは もがい張大でがたも切摘を大生
冶L..やそい人る用植ものばだてめく 昔区 言世しのら”あが親り°持切活も
三とりし来‘こさえ‘役と人くたみも区 ぇの‘連か量 っ少父替 ちにの多
十のなてい外 とれる き割思間る話かむで ん中何続なをたなもえ 合し基か
三答が山 と孫‘た“よりつら°がわずあ ゜をもで笑完のか嫌る いよ本つ

'•............................ ........................................................................................... 
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ニ
カ
月、

三
カ
月
に
な
り

ま
す
と
、
二
人
の
体
重
の
差

は、

五

0
--1
0
0
弩
と
な

り
ま
し
た
。

目
も
良
く
見
え
耳
も
よ
く

聞
え
ま
す
。
天
井
に
つ
る
し

た
お
も
ち
ゃ
の
オ
ル
ゴ
ー
ル

の
音
色
と、

く
る
＜
る
ま
わ

る
の
を
見
て
は
手
足
を
ば
た

ば
た
さ
せ
、
ア
ア
ー
と
何
か

語
り
か
け
ま
す
。
三
時
頃
に

な
る
と
幼
稚
園
に
行
っ
て
る

お
姉
ち
ゃ
ん
（
明
美
ち
ゃ
ん
）

が
帰
り
真
先
に
二
人
の
側
に

ぎ
て、

お
歌
を
う
た
っ
た
り

ご
本
を
読
ん
で
聞
か
せ
て
く

れ
ま
す。

q

お
母
さ
ん
は
明
美
姉
ち
ゃ

ん
が
一
寸
小
さ
い
の
で
大
ぎ

＜
元
気
な
子
供
に
な
っ
て
低

l
-

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
き

-

っ
と
家
族
の
皆
様
の
愛
情
に

よ
り
情
緒
豊
か
な
お
歌
の
＇ず

き
な
女
の
子
に
成
長
さ
れ
る

｀
 

で
し
ょ
う
。


